
  

 

 

 

 

Press Release／報道関係各位 

【取材依頼】 

   

書籍紹介 

習近平が統べる現代中国はなぜここまで強権的な独裁国家になったのか。それは、習近平が強烈に意識し、模倣してき

た建国の父・毛沢東自身の躓きに由来するのだ。毛沢東にとって共産主義は、究極の「選択」だった。しかし、たとえ

「救国」のためであっても、民主主義の理想をかなぐり捨てて暴力革命を選んだツケを、中国は今日まで払い続けてい

る。若き毛沢東が書いた手紙、新聞記事、論考および旧ソ連の史料等をもとに、中国共産主義の原点を説き明かし、現代

中国が類を見ない独裁国家になった遠因を炙り出す。 

 

書 名：『毛沢東 革命と独裁の原点』 

著 者：興梠一郎 教授 

発 行：中央公論新社 

体 裁：四六判 448 ページ 

価 格：本体 3300 円(税込) 

発 売：全国書店 

発売日：2023 年 12 月 7 日(木) 

I S B N：978-4-12-005720-5 

 

 

 

著者紹介 

興梠一郎(こうろぎ・いちろう) 

1959 年、大分県生まれ。神田外語大学教授。九州大学経済学部卒業。三菱商事中国

チームを経て、カリフォルニア大学バークレー校大学院修士課程修了、東京外国語大学

大学院修士課程修了。外務省専門調査員(香港総領事館)、同省国際情報局分析第 2 課専

門分析員、参議院第 1 特別調査室客員調査員を歴任。 

主著に『一国二制度下の香港』(論創社)、『現代中国-グローバル化のなかで』『中国

激流-13 億のゆくえ』(ともに岩波書店)、『中国-巨大国家の底流』(文藝春秋)、『中国 

目覚めた民衆―習近平体制と日中関係のゆくえ』(NHK 出版)など。 

 

【新刊刊行のお知らせ】 

神田外語大学 興梠一郎教授著『毛沢東 革命と独裁の原点』 

12月 7日(木)刊行 - 中国共産主義の原点を説き明かす 
 

神田外語大学(千葉市美浜区/学長:宮内孝久)の興梠一郎教授による新刊『毛沢東 革命と独裁の原点』が、2023 年 12月

7日(木)に刊行されました。興梠一郎教授の専門は現代中国論であり、外務省専門調査員、分析員を歴任。本著では、若

き毛沢東が書いた手紙、新聞記事、論考および旧ソ連の史料などをもとに、中国共産主義の原点を説き明かします。 

2023年 12月 18日 
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参 考 

【神田外語大学 HP】 

https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/ 

【中央公論新社 著書紹介】 

https://www.chuko.co.jp/tanko/2023/12/005720.html 

 

※本学から配信されるプレスリリースは SDGsに基づいた教育環境充実の一環として、UD（ユニバーサルデザイン）フォントで作成され

ています。https://www.kandagaigo.ac.jp/kuis/news/52433/ 

 

 

 

本件に関する報道関係の方の問い合せ先 

学校法人佐野学園(神田外語グループ) グループコミュニケーション部 担当：三上山 雄亮 

TEL:03-3258-5837(平日 9:30～17:00) FAX:03-5298-4123 E-mail: media@kandagaigo.ac.jp 

 

※神田外語グループ公式 Twitter(X)アカウントはこちら：@kandag_official 
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